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2-3.申請の代⾏/代理申請
○ eMAFF(共通申請サービス）での申請は、gBizIDを取得した本⼈のほか、団体職員・⾏政書⼠・税理

⼠等に委任して、代わりに申請を代⾏(申請代⾏者)してもらうことができます。

〇 申請代⾏者は、⾃ら取得したgBizIDでeMAFFにログインし、申請者に代わって、申請内容の⼊⼒や申
請、審査結果に関する対応を⾏います。

○ 申請は、申請者の経営体名義で⾏うため、eMAFF上は申請者が申請したように⾒えます。

○ eMAFFで申請の代⾏をするには︖
第３者が無断で申請代⾏を⾏うことがないように、申請者及び申請代⾏者は、eMAFF上で、

申請代⾏の委任・受任を⾏います。
この、⼿続きは申請者→申請代⾏者に依頼する流れとなります。
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なお、必要に応じて申請代⾏を委任するための契約等については、申請者と申請代⾏者との間
で事前に⾏ってください。

3.代理申請
審査機関

1.申請代⾏委任

2.受任
申請代⾏者

eMAFF
申請の代⾏を
受任します

今年度の〇〇の
申請を任せたい

（団体職員・税理⼠等）

申請代⾏の流れ



2-3.申請の代⾏/代理申請(①委任者の設定⽅法）
○ 申請を委任するには︖（委任する場合の設定）
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① 画⾯右上の
「 」を押す。

② 表⽰された⼀
覧から「マイペー
ジ」を押す。

③ マイページ
画⾯の「代理申
請の委任」を押
す。表⽰された
ページの「代理
申請を委任す
るを押す。

④ 代理申請の委
任画⾯の「委任先の
検索」ボタンを押す。



2-3.申請の代⾏/代理申請(①委任者の設定⽅法）
○ 申請を委任するには︖（委任する場合の設定）
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⑤ 検索条件に代
理を依頼する者の
法⼈名等を⼊⼒し、
検索。

⑥ 代理を依頼する
者が検索結果に表
⽰されたら、対象⾏
の左にある「〇」を選
択し、「選択」ボタン
を押す。

※対象の代理を依頼する者が「申請代⾏者の機能」を有効
にしていない場合は、検索ににヒットしません。

選択した代理を依頼する者の経営体IDと法⼈名/屋号が設定されます。

⑦ 「制度」の⼊⼒欄を押して、代理
での申請を依頼する制度（農業経
営基盤強化準備⾦制度）を選択。



2-3.申請の代⾏/代理申請(①委任者の設定⽅法）
○ 申請を委任するには︖（委任する場合の設定）
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⑧ 「委任」ボ
タンを押す。

（任意選択）
①申請者が過去に申請した内容について閲覧を認める場合
②申請者の経営体プロフィールの内容について、閲覧を認める場合
は許可を選択。

⑨ 表⽰された
経営体情報を
確認し、「申請
を委任する」ボタ
ンを押す。

（留意）︓「申請を委任する」ボタンを押した時点では、代理
を依頼している状態であり、申請代⾏の登録は完了してい
ません。
代理を依頼している者が承諾をして申請代⾏の登録が完
了します。



2-3.申請の代⾏/代理申請(②受任者の設定⽅法）
○ 申請を代⾏するには︖（受任するための準備）
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① 画⾯右上の
「 」を押す。

② 表⽰された⼀
覧から「マイペー
ジ」を押す。

③ マイページ
画⾯の「経営体
プロフィール」を
押す。

④ 代理申請を⾏う
ため、プロフィール設
定の「申請代⾏者の
機能を利⽤する」を
onにし、「保存」ボタ
ンを押す。



2-3.申請の代⾏/代理申請(②受任者の設定⽅法）
○ 申請を代⾏するには︖（申請を受任する）
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① ホーム画⾯の「通知⼀覧へ」を
押し、通知⼀覧から「代理申請の
依頼」の「詳細」ボタンを押す。

② 申請代⾏の契約等を交わした者からの依頼
であることを確認し、「承諾」ボタンを押す。

※ 誤って「不承諾」ボタンを押した場合は、改めて依頼者に申請を
委任するよう連絡をしてください。



2-3.申請の代⾏/代理申請(②受任者の設定⽅法）
○ 申請を代⾏するには︖（申請の代⾏を⾏う）
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① 画⾯右上の
「 」を押す。

② 表⽰された⼀
覧から「マイペー
ジ」を押す。

③ マイページ
画⾯の「代理申
請の受任」を押
し、「代理申請
タスクの⼀覧」
を押す。

④ 申請したい代理
申請タスクの「編集」
ボタンを押す。



2-3.申請の代⾏/代理申請(②受任者の設定⽅法）
○ 申請を代⾏するには︖（申請の代⾏を⾏う）
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⑤ 「⼿続」欄に
申請代⾏可能
な⼀覧が表⽰さ
れる。代理で申
請する⼿続を選
び「新規」ボタン
を押す。

⑥ 「⼿続の
詳細」画⾯が
表⽰され、代
理での申請が
可能となる。 積⽴のみの場合の申請 ⇒ P31へ

取得のみ（⼜は積⽴と取得）の場合
の申請 ⇒ P39へ

（申請代⾏後）
①「⼿続」欄の「申請件数」に件数が表⽰される
②「申請履歴」欄の「編集」ボタンを押すと「⼿続の詳
細」画⾯が表⽰された状態になる



３．eMAFFでの申請



３．eMAFFでの申請

【申請年度と公開期間について】
農業経営基盤強化準備⾦制度は、申請年度ごとに申請できる事業年（度）分が決まっています。
当該申請年度に申請できる事業年（度）分は、当該申請年度の４⽉１⽇から翌年の３⽉31⽇までの間に事業年（度）終了⽇

が含まれる事業年（度）分に限られます。（法⼈の場合、eMAFFでの申請年度と事業年度は⼀致しない場合があります）
また、申請年度ごとの公開期間（申請の受付期間）は、申請年度の４⽉１⽇から翌年の５⽉31⽇までとなります。
（毎年度、4⽉１⽇から5⽉31⽇までの間は２年分の申請年度がリストに表⽰されます。法⼈の場合は申請年度にご注意ください。）

（例）

申請年度 申請できる事業年度 公開期間
（申請期間）

申請画⾯での適⽤を受けよ
うとする年分の選択肢

2022年度申請 2022年4⽉1⽇から2023年3⽉31⽇の間に
事業年度の終了⽇が含まれるもの

2022年4⽉1⽇から
2023年5⽉31⽇まで

令和３年
令和４年

（2023年4⽉1⽇以降は2023年度申
請と同じ選択肢が表⽰される）

2023年度申請 2023年4⽉1⽇から2024年3⽉31⽇の間に
事業年度の終了⽇が含まれるもの

2023年4⽉1⽇から
2024年5⽉31⽇まで

令和４年
令和５年

（2024年4⽉1⽇以降は2024年度申
請と同じ選択肢が表⽰される）

【申請⼿続きについて】
eMAFFでのオンライン申請は、①積⽴のみの場合の申請、②取得のみ（⼜は積⽴と取得）の場合の申請のどちらかの⼿続きを選択
して申請を⾏っていただくこととなります。

農⽤地等を取得した場合の証明書のみ

①積⽴のみの場合の申請

農⽤地等を取得した場合の証明書及び積⽴の証明書

積⽴の証明書のみ
eMAFFでの⼿続必要な証明書

②取得のみ（⼜は積⽴と取得）の場合の申請
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３．eMAFFでの申請

eMAFFでの⼿続は、①「積⽴のみの場合の申請」、②「取得のみ（⼜は積⽴と取得）の場合の申請」の２つの⼿続きがあります。
前年度にeMAFFで申請をされた者のデータについて、この２つの⼿続き間で前年の別記様式第５号箇所の⼊⼒データが呼び出されるため、
別記様式第５号の⼊⼒を⼀部省略することができます。

① 過去の申請データの⾃動表⽰機能

【農業経営基盤強化準備⾦制度のeMAFFでの申請の特⾊】
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１年⽬︓「積⽴のみの
場合の申請」

様式第１号

様式第５号
１年⽬分

様式第１号
＋

様式第３号

⾃動で前年の
申請の様式第
５号のデータ
を呼び出し

＋
２年⽬分

様式第１号
様式第５号
（１年⽬分ʼ）

⾃動で前年の
申請の様式第
５号のデータ
を呼び出し

＋
３年⽬分

２年⽬︓「取得のみ（⼜は積⽴と取得）
の場合の申請」

３年⽬︓「積⽴のみの
場合の申請」

様式第１号
＋

様式第３号
様式第５号
（１年⽬分ʼ）

修正
＋

２年⽬分

「新規」で申請「新規」で申請

（電⼦申請の場合）

（紙での申請の場合）
１年⽬︓「積⽴のみの

場合の申請」

様式第１号

様式第５号
１年⽬分

様式第１号
＋

様式第３号
様式第５号
（１年⽬分ʼ）

＋
２年⽬分

様式第１号

様式第５号
（１年⽬分ʼ）

＋
（２年⽬分）

＋
３年⽬分

２年⽬︓「取得のみ（⼜は積⽴と取得）
の場合の申請」

３年⽬︓「積⽴のみの
場合の申請」

全ての様式について記⼊
（「様式第５号１年⽬分
も再度記⼊する必要）

様式第５号
（１年⽬分）
⾃動⼊⼒

＋
（２年⽬分）
⾃動⼊⼒

様式第５号の
１年⽬分デー
タを修正して
申請



ポータル画⾯のアドレス： https://e.maff.go.jp/GuestPortal

３．eMAFFでの申請

ポータル画⾯上部の
「eMAFF IDでログイン」を
押し、取得したgBizIDでログ
イン

〇eMAFFにログインする
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注１）⼿続は、
・積⽴の証明申請のみで取得の証明申請を⾏わない場合は、「積⽴のみの場合の申請」
・取得の証明申請を⾏う場合は、「取得のみ（⼜は積⽴と取得）の場合の申請」

を選択してください。
注２）４⽉１⽇から５⽉31⽇まで、同じ⼿続きが２⾏表⽰されます。申請期間の開始の年度（4⽉1⽇から翌年3⽉31⽇まで）に

事業年度の終了⽇が含まれる⼿続を選択してください。
例︓事業年度終了⽇が2023年３⽉31⽇の場合 → 申請期間（開始）が2022/04/01の⼿続を選択

事業年度終了⽇が2023年４⽉１⽇の場合 → 申請期間（開始）が2023/04/01の⼿続を選択

３．eMAFFでの申請

ポータル画⾯の上部の「⼿続
を探す」を押し、表⽰された
⼀覧から「⼿続をキーワード
から探す」を押す。

〇申請の選択（キーワードから探す場合）

① 「農業者」にチェック
を付け、「検索」を押す。

タブは「農業」、「⾏政⼿続」

② 複数の⼿続きが表⽰される。
検索バーに「農業経営基盤強化準備
⾦」と⼊⼒し、「検索」を押す。

③ 現在、申請で
きる準備⾦の⼿付
きが表⽰される。
申請する⼿続きの
新規「 」を押す。
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注）⼿続きは、積⽴の証明申請のみで
取得の証明申請を⾏わない場合は
「積⽴のみの場合の申請」を、取得の
証明申請を⾏う場合は「取得のみ
（⼜は積⽴と取得）の場合の申請」
を選択。

注）毎年４⽉１⽇から５⽉３１⽇まで、
２年分表⽰される。事業年度の終了⽇
が含まれる申請年度を選択。

例︓事業年度終了⽇が2023年３⽉31⽇
の場合 → 2022を選択
事業年度終了⽇が2023年４⽉１⽇の
場合 → 2023を選択

３．eMAFFでの申請

①「制度を選択」の欄に「農業経営基
盤強化準備⾦制度」と⼊⼒し、リス
ト表⽰された「農業経営基盤強化準
備⾦制度」を選択。
（「準備⾦」と⼊⼒すれば、候補に表
⽰される）

②「⼿続きを選択」に表⽰される⼿
続きから、申請する⼿続きを選択。

③選択できる申請年度が１つの場
合は、⾃動で申請年度が選択さ
れる。

④ 「次へ」を押す

ポータル画⾯の上部の「⼿続
を探す」を押し、表⽰された
⼀覧から「⼿続を選択して探
す」を押す。

〇申請の選択（あなたの申請⼀覧から申請する場合）
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３．eMAFFでの申請
①「申請年⽉⽇」を表⽰される

カレンダーから選択。②「提出先（地域レベ
ル）」で「県内地域」
を選択

③「提出先（地域名）」で申請先の地
域拠点（経営体情報で登録した住所
地の地域拠点）を選択。

法⼈名、代表者名（個⼈の場合は⽒名に該当）、住所は、確定申告
書類に記載するものと同じ住所であることを確認。異なる場合は、経営体
情報を修正。

積⽴のみの場合の申請 ⇒ P31へ
取得のみ（⼜は積⽴と取得）の場合の申請 ⇒ P39へ 30


